
○数値目標 【法人共通】  

 

【法人共通指標】 

  ・他機関との強固なネットワーク構築に向けた合同カンファレンスの実施回数 増 

  ・行政・自治体との密接な連携による地域支援の取組み実績数 増 

  ・「FUKUSHIつながるクリエイト」を通じた新たな価値創造の企画数 増 

・地域住民・団体との共助による合同災害訓練の実施回数 増 

・財務基盤の強化：自立的な経営に向けた利用収入の伸長 

       持続可能な運営のための収支バランスの適正化    収支差額0円 

       効率的運営による指定管理料の単費抑制    ▲116,023千円 

  ・生産性向上とDX推進による時間外勤務時間（平均7.2時間）の縮減  前年比5％減 

  ・法人の専門的知見の地域還元：外部講師派遣実績（件数・時間） 増 

  ・地域共生社会の啓発：出前講座および外部向け講演会の開催回数 増 

  ・ダイバーシティの推進：女性管理職比率 ４０％の達成 

  ・キャリア形成の支援：女性役職者比率 ６０％の達成 

  ・ワークライフバランスの充実：男性職員の育児休暇取得率の向上 １００％ 

  ・組織の安定性向上：正規職員の離職率（R7 4.6%）の抑制  8%以下の維持 

  ・定着支援の強化：新規採用職員の離職防止(R7離職率0%）1年以内の離職率 5％以下の

維持 

  ・未来の福祉人材の確保：採用試験応募者数の増加 前年度比１０％UP 

  ・働きやすい職場環境の整備：有給休暇取得率（R7 60.4%）の向上  55％以上の維持 

 

【施設個別指標】・各施設の特性に応じた事業実績 

    心身障害者福祉センター（障害者支援施設）：平均入所者数47名 

    心身障害者福祉センター（ひまわり）：平均利用者数/日 5名 

    心身障害者福祉センター附属ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院：平均入院患者数/日 20名・ 平均外来患者

数/年16,163名・ 診療報酬月額 30,00

0千円 

    洛南寮 養護老人ホーム：平均入所者数80名・ 介護保険契約者数20名 

    洛南寮 救護施設：平均入所者数95名 



    東山母子生活支援施設：平均入所世帯数１７世帯（一時保護1世帯） 

    視力障害者福祉センター：在籍者数20名・計画件数/月16名・臨床実習施術者数/月14名 

    桃山学園 障害児入所施設：平均契約児童数8名・平均入所児童数16名（合計24名） 

                      短期入所児童数/年108名 

    桃山学園 児童養護施設：平均入所児童数２８名 

    こども発達支援センター：児童発達 平均通所児童数/日 22.2名 

                     重症心身障害児 平均通所児童数/日 0.13名 

                     居宅訪問 平均利用児童数/日 0.8名 

                     障害児相談 延べ利用児童数/年 527名 

                     保育所等訪問 平均利用児童数/年 10名 

                     放課後等デイ 延べ通所児童数/年 1,971名 

                     診療所 延べ診察児童数/年 10,708名 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


